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七
言
秋
日
於
左
僕
射
長
王
宅
宴　
　
　

七
言
秋
日
左
僕
射
長
王
宅
に
宴
す

帝
里
烟
雲
乗
季
月　
　
　
　
　
　
　
　

帝
里
の
烟
雲
季
月
に
乗
り

王
家
山
水
送
秋
光　
　
　
　
　
　
　
　

王
家
の
山
水
秋
光
を
送
る

霑
蘭
白
露
未
催
臭　
　
　
　
　
　
　
　

蘭
を
霑
ら
す
白
露
未
だ
臭
を
催
さ
ず

泛
菊
丹
霞
自
有
芳　
　
　
　
　
　
　
　

菊
を
泛
か
ぶ
る
丹
霞
自
ら
芳
有
り

石
壁
蘿
衣
猶
自
短　
　
　
　
　
　
　
　

石
壁
の
蘿
衣
猶
ほ
自
ら
短
く

山
扉
松
蓋
埋
然
長　
　
　
　
　
　
　
　

山
扉
の
松
蓋
埋
づ
め
て
然
も
長
し

遨
遊
已
得
攀
龍
鳳　
　
　
　
　
　
　
　

遨
遊
し
て
已
に
龍
鳳
に
攀
る
を
得
つ

大
隠
何
用
覓
仙
場　
　
　
　
　
　
　
　

大
隠
何
を
用
て
仙
場
を
覓
め
ん

一
、
宇
合
詩
の
問
題
点

　

右
は
、『
懐
風
藻
』
所
収
の
藤
原
宇
合
「
秋
日
於
左
僕
射
長
王
宅
宴
」
詩

で
あ
る
。
詩
題
に
「
左
僕
射
長
王
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
屋
王
が
左
大
臣

に
な
っ
た
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
二
月
か
ら
、
自
刃
す
る
天
平
元
年
（
七
二
九
）

二
月
ま
で
の
、
い
ず
れ
か
の
年
の
秋
九
月
（
季
月
）
に
、
長
屋
王
邸
宅
で
催

さ
れ
た
宴
会
、
お
そ
ら
く
は
重
陽
宴１
で
創
作
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
詩

の
問
題
点
の
一
つ
は
、
結
句
の
「
大
隠
」
と
い
う
語
に
あ
る
。

　
「
大
隠
何
用
覓
仙
場
」
に
つ
い
て
、
林
古
溪
『
懐
風
藻
新
註
』（
以
下
『
林

新
註
』）
は
、「
長
屋
王
邸
は
即
ち
仙
場
で
、
大
隠
の
居
で
あ
る
。
長
屋
王
は

立
派
な
仙
人
で
あ
る
」
と
解
す
る
。
小
島
憲
之
『
日
本
古
典
文
学
大
系
69

懐
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粋
』（
以
下
『
小
島
大
系
』）
は
、「
市
中
に

隠
れ
て
（
こ
の
宴
席
に
）
遊
ぶ
我
々
は
大
隠
者
で
あ
る
」
と
解
し
、
辰
巳
正

明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』
は
、「
こ
こ
に
集
う
詩
人
た
ち
は
大
隠
の
隠
者
で
あ

る
か
ら
、
仙
人
の
集
ま
る
場
所
へ
行
か
な
く
と
も
良
い
の
だ
と
い
う
の
も
、

王
邸
の
詩
宴
が
仙
人
た
ち
の
遊
び
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
褒
め
て
」

い
る
と
説
明
す
る
。
し
か
し
、「
大
隠
は
朝
市
に
隠
る
」（
王
康
琚
「
反
招
隠
詩
」

『
文
選
』）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
大
隠
は
仙
境
に
理
想
を
求
め
た
り
は

し
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
俗
世
の
ま
っ
た
だ
中
に
生
き
る
の
が
大
隠
な
の
で

あ
る
。「
大
隠
」
は
生
き
る
場
と
し
て
、
仙
境
や
隠
遁
の
地
で
は
な
く
、
俗

世
を
選
択
す
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
は
、
そ
の
よ
う
な
大
隠
の
思
想
や
本
来
の

あ
り
よ
う
に
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
詩
の
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
頷
聯
・
頸
聯
が
従
来
言
わ
れ
る
通
り

　

藤
原
宇
合
「
秋
日
於
左
僕
射
長
王
宅
宴
」
詩
の
論

─
─ 

藤
原
宇
合
の
「
反
招
隠
詩
」 ─
─

土
　
佐
　
朋
　
子
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に
、
仙
境
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
長
屋
王
宅
の
情
景
描
写
な
の
か
ど
う
か
、
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。

　

頷
聯
は
、
丹
霞
に
染
ま
っ
た
菊
酒
の
菊
は
香
っ
て
い
る
が
、
白
露
に
濡
れ

る
蘭
は
ま
だ
臭
い
を
漂
わ
せ
て
い
な
い
と
言
う
。
し
か
し
、
菊
が
香
る
晩
秋

の
蘭
は
、
菊
と
同
時
に
香
る
か
、
菊
が
香
る
中
で
衰
え
て
い
く
も
の
と
し
て

詠
ま
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
菊
が
香
っ
て
い
る
の
に
、
蘭
が
「
未
」
だ
香

ら
な
い
と
い
う
状
態
は
異
常
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、「
蘭
」
の
香
り
は
、

場
の
清
浄
性
を
形
象
化
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
が
「
未
だ
臭
わ
な
い
」

と
言
い
切
っ
て
し
ま
う
の
は
、宴
詩
の
讃
美
表
現
の
類
型
か
ら
も
逸
脱
す
る
。

　

頸
聯
は
、
石
壁
に
這
う
衣
の
よ
う
な
蘿
は
ま
だ
短
く
、
蓋
の
如
き
形
に

茂
っ
た
松
に
山
扉
が
埋
も
れ
て
い
る
と
言
う
。
諸
注
は
「
石
壁
」
を
長
屋
王

邸
宅
の
石
垣
と
解
し
、
そ
れ
に
這
う
「
蘿
」
が
ま
だ
短
い
状
態
だ
と
説
く
。

し
か
し
詩
文
に
お
い
て
蘿
は
、
俗
世
と
の
隔
絶
感
や
、
長
い
年
月
の
経
過
を

表
現
し
得
る
植
物
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
蘿
は
長
く
伸
び
て
、
周
囲
の
植
物

な
ど
に
這
っ
て
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
状
態
と
し
て
表
現
さ
れ
る
の
が
通
例

で
あ
る
。
蘿
を
「
短
い
」
と
表
現
す
る
の
は
、
そ
の
類
型
か
ら
外
れ
て
い
る
。

　

ま
た
諸
注
は
、「
山
扉
」
を
長
屋
王
宅
の
出
入
口
と
解
す
る
。
鬱
蒼
と
茂

る
松
は
清
ら
か
な
時
空
の
象
徴
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
扉
が
「
埋
」
も
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
松
に
塞
が
れ
て
い
て
は
、
人
の
出
入
り
が
困
難
な
イ
メ
ー
ジ
が

生
じ
る
。
こ
ち
ら
も
、
宴
が
催
さ
れ
人
々
が
集
ま
る
長
屋
宅
の
情
景
描
写
と

と
る
に
は
不
可
解
な
点
が
あ
る
。「
石
壁
」
や
「
山
扉
」
は
、
本
当
に
長
屋

王
宅
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
懐
風
藻
』
に
は
、
長
屋
王
宅
の
宴
に
お
い
て
創
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
な
作
品
が
一
九
首
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
都
の
範
疇
に
あ
る

は
ず
の
長
屋
王
宅
が
幽
邃
の
地
に
あ
る
か
の
ご
と
く
表
現
さ
れ
、
高
潔
な
君

子
が
集
う
清
ら
か
な
脱
俗
の
境
地
と
し
て
讃
美
さ
れ
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。

　

こ
の
宇
合
詩
の
創
作
の
場
も
長
屋
王
邸
宅
に
お
け
る
宴
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
当
該
宇
合
詩
も
ま
た
他
の
長
屋
王
宅
宴
詩
と
同
様
の
発
想
を
も
つ
も
の

と
し
て
こ
れ
ま
で
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
宇
合
詩
の
表
現
に
は
長
屋
王

宅
宴
詩
の
類
型
か
ら
逸
脱
す
る
要
素
が
あ
り
、
そ
こ
に
宇
合
独
自
の
論
理
と

思
想
と
が
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
当
該
宇
合
詩
の
一

見
矛
盾
と
も
見
え
る
詩
句
が
、
長
屋
王
宅
を
「
俗
世
」
と
し
て
肯
定
し
、
自

ら
を
そ
こ
に
生
き
る
「
大
隠
」
だ
と
主
張
す
べ
く
、
論
理
的
に
構
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
み
た
い
。

二
、�「
蘭
」
は
な
ぜ
香
ら
な
い
の
か

─
長
屋
王
宅
「
山
水
」
の
不
完
全
性
─

　

宇
合
詩
は
第
二
句
で
長
屋
王
宅
の
庭
園
を
「
山
水
」
と
言
う
。
山
水２
は
、

山
林
な
ど
、
人
境
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
清
浄
な
空
間
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
語
で

あ
る
。
左
思
「
招
隠
詩
」
に
「
非
必
絲
与
竹　

山
水
有
清
音
」（『
文
選
』）
と

あ
る
よ
う
に
隠
者
が
住
む
場
と
さ
れ
、「
秋
菊
兼
糇
糧　

幽
蘭
間
重
襟
」
と

い
う
よ
う
に
菊
と
蘭
と
が
併
存
し
、
芳
香
を
漂
わ
せ
る
空
間
と
し
て
描
き
出

さ
れ
る
。
陸
機
「
招
隠
詩
」（『
文
選
』）
の
「
激
楚
佇
蘭
林　

回
芳
薄
秀
木
」

も
、
隠
者
の
住
む
山
水
に
充
満
す
る
蘭
の
芳
香
を
詠
む３
。
と
こ
ろ
が
宇
合
詩

は
、
長
屋
王
宅
の
「
山
水
」
で
は
、
晩
秋
の
菊
が
香
っ
て
い
る
の
に
、
当
然

あ
る
は
ず
の
蘭
芳
が
未
だ
漂
わ
な
い
と
言
う
。
あ
た
か
も
真
の
山
水
と
し
て

は
不
自
然
で
不
完
全
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。

　

第
四
句
「
泛
菊
丹
霞
」
を
、
釋
淸
潭
『
懐
風
藻
新
釈
』
以
後
の
諸
注
は
「
菊
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花
」
の
描
写
と
解
す
る
が
、『
小
島
大
系
』
は
「
菊
酒
」
の
描
写
と
解
し
た
。

「
泛
菊
」
の
語
は
、「
仙
杯
還
泛
菊　

宝
饌
且
調
蘭
」（
宋
之
問
「
奉
和
九
日
幸

臨
渭
亭
登
高
応
制
得
歓
字４
」）、「
金
壺
新
泛
菊　

宝
座
即
披
蓮
」（
張
景
源
「
奉
和

九
月
九
日
登
慈
恩
寺
浮
図
応
制
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
漢
籍
に
お
い
て
は
重
陽
の

節
句
に
飲
む
菊
酒
を
意
味
し
て
い
る
の
で
、『
小
島
大
系
』
の
指
摘
に
従
い

「
菊
酒
」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
泛
菊
丹
霞
」
と
は
、
菊
を
浮
か
べ
た
酒
が
「
霞
」
を
映
じ
赤
く
染
ま
っ

て
い
る
と
い
う
意
に
解
せ
る
。「
菊
」
を
「
泛
」
か
べ
る
の
は
酒
杯
で
あ
り
、

「
丹
霞
」
は
「
丹
霞
を
映
し
た
酒
杯
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
庾
信
「
衛
王
贈
桑
落
酒
奉
答
詩
」
の
「
愁
人
坐
狭
斜　

喜
得
送
流
霞　

跂
窓
催
酒
熟　

停
盃
待
菊
花
」
な
ど
の
よ
う
に
、「
霞
」
と
「
酒
」
を
結
び

付
け
た
例
は
漢
籍
に
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
丹
霞
を
映
し
た
酒
杯
」
と
い

う
発
想
は
、
宇
合
詩
と
同
じ
く
長
王
宅
宴
に
お
け
る
作
で
あ
る
田
中
浄
足
66

「
晩
秋
於
長
王
宅
宴
」
の
、「
霞
色
泛
鸞
觴
」
に
も
見
ら
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
頷
聯
は
、
第
三
句
の
「
蘭
」
を
霑
ら
す
「
白
」
い
「
露
」
に

対
し
て
、
第
四
句
は
「
菊
」
を
泛
か
べ
る
「
丹
」
く
染
ま
っ
た
「
酒
」
と
い

う
、〈
植
物
・
色
彩
・
液
状
の
も
の
〉
と
い
う
三
点
が
対
比
的
に
置
か
れ
た

構
成
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、「
蘭
」
の
「
臭
」
は
「
未
」
だ
漂

わ
な
い
が
、「
菊
」
の
「
芳
」
は
立
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、「
蘭
臭
」
と

「
菊
芳
」
が
対
比
的
に
表
さ
れ
る
。
菊
の
香
る
晩
秋
に
、
蘭
の
香
り
が
「
未
」

だ
漂
わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

蘭
と
菊
と
は
、「
蘭
菊
」
と
い
う
語
が
示
す
よ
う
に
、
芳
し
さ
を
象
徴
す

る
花
と
し
て
並
び
称
さ
れ
、
対
に
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
も
多
い
。
秋
の
詩
賦

に
お
い
て
蘭
が
菊
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
場
合
は
、
①
蘭
が
菊
と
同
時
に
香

る
、
②
蘭
が
菊
と
同
時
に
衰
え
る
、
③
菊
は
香
っ
て
い
る
が
蘭
は
時
期
を
過

ぎ
て
衰
え
て
い
く
、
の
い
ず
れ
か
の
状
態
で
あ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
①
漢
武
帝
「
秋
風
辞
」
の
「
蘭
有
秀
兮
菊
有
芳
」（『
文
選
』）
や
、

「
菊
泛
延
齢
酒　

蘭
吹
解
慍
風
」（
崔
日
用
「
奉
和
九
月
九
日
登
慈
恩
寺
浮
図
応

制
」）、「
時
菊
芳
仙
醞　

秋
蘭
動
睿
篇
」（
宋
之
問
「
奉
和
九
月
九
日
登
慈
恩
寺
浮

図
応
制
」）
で
は
、
蘭
は
菊
と
と
も
に
芳
香
を
漂
わ
せ
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ

て
い
る
。
②
「
疎
蘭
尚
染
烟　

残
菊
猶
承
露
」（
唐
太
宗
「
山
閣
晩
秋
詩
」）
で
は
、

蘭
も
菊
と
と
も
に
最
盛
期
が
終
わ
り
、
ま
ば
ら
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
状
態

が
詠
ま
れ
て
い
る
。
③
「
玩
中
原
之
芬
菊　

惜
蘭
圃
之
彫
蕙
」（
傅
亮
「
九
月

九
日
登
陵
囂
館
賦
」『
芸
文
類
聚
』「
九
月
九
日
」）、「
葉
径
蘭
芳
尽　

花
潭
菊
気
濃
」

（
李
嶠
「
九
月
奉
教
作
」）
で
は
、
菊
の
香
気
が
盛
ん
に
漂
う
傍
ら
、
蘭
は
そ
の

菊
芳
を
引
き
立
て
る
か
の
よ
う
に
衰
え
て
い
く
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
菊
芳
が
漂
う
晩
秋
に
至
っ
て
も
、
蘭
の
香
り
が
「
未
」

だ
漂
わ
な
い
、
と
い
う
宇
合
詩
の
よ
う
な
発
想
を
し
た
例
は
管
見
で
は
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
も
宇
合
詩
の
「
蘭
」
は
、「
白
露
」
に
「
霑
」

れ
る
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
白
露
」
は
、『
礼
記
』
月
令
に
「
孟
秋
之
月
…

涼
風
至
、
白
露
降
、
寒
蝉
鳴
」
と
あ
り
、
秋
の
到
来
を
示
す
兆
し
と
さ
れ
る

語
で
あ
る
。
初
秋
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
は
ず
の
「
白
露
」
に
「
霑
」

れ
る
「
蘭
」
が
、
菊
が
香
る
晩
秋
に
な
っ
て
も
芳
香
を
漂
わ
せ
な
い
と
い
う

の
は
、
時
間
的
な
順
序
と
し
て
非
常
に
不
自
然
で
あ
る５
。
そ
う
す
る
と
宇
合

詩
は
、
長
屋
王
宅
の
「
山
水
」
が
、
真
の
山
水
と
い
う
に
は
不
自
然
で
、
不

完
全
だ
と
言
い
た
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
説
文
解
字
』
に
「
蘭
、
香
草
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
「
蘭
」
は
広

く
香
草
一
般
を
指
す
語
で
あ
り
、「
蕙
」
や
「
薫
」
と
も
記
さ
れ
る
。『
荀
子
』
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宥
坐
の
「
夫
芷
蘭
生
於
深
林
、
非
以
無
人
而
不
芳
」
や
、『
孔
子
家
語
』
六

本
の
「
与
善
人
居
如
入
芝
蘭
之
室
」、
同
・
在
厄
の
「
芝
蘭
生
於
深
林
、
不

以
無
人
而
不
芳
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
蘭
」
は
高
潔
さ
を
象
徴
す

る
植
物
と
し
て
概
念
化
さ
れ
、
漢
詩
文
に
多
用
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
宇
合

詩
の
「
蘭
」
と
「
臭
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、『
易
経
』
繋
辞
の
「
二
人
心
を

同
じ
く
す
れ
ば
、
其
の
利
は
金
を
断
ち
、
同
じ
き
心
の
言
、
其
の
臭
は
蘭
の

如
し
」
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
蘭
」
の
「
臭
」
と

は
、「
同
心
」
の
君
子
同
士
の
高
潔
な
友
情
を
象
徴
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

長
屋
王
宅
宴
詩
で
も
、「
長
坂
紫
蘭　

散
馥
同
心
之
翼
」（
山
田
三
方
52
「
秋

日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」
序
）、「
願
言
若
金
蘭
」（
塩
屋
古
麻
呂
106
「
春
日
於
左
僕

射
長
屋
王
宅
宴
」）
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
宇
合
詩
以
外
に
も
六
作
品
に
「
蘭
」

が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
蘭
の
芳
香
に
よ
っ
て
、
参
集
者
の
高
潔

な
精
神
性
や
宴
席
の
場
の
高
尚
さ
が
象
徴
的
に
表
さ
れ
、
長
屋
王
宅
宴
を
讃

美
す
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
宇
合
詩
は
、
同
じ
く
長
屋
王
宅
の
宴
を

詠
み
な
が
ら
も
、
蘭
の
芳
香
は
未
だ
漂
わ
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
漢
籍
に

通
暁
す
る
宇
合
が
、
無
自
覚
に
異
例
の
表
現
を
選
び
取
る
と
は
考
え
に
く

い
。
宇
合
詩
に
は
、
他
の
長
屋
王
宅
宴
詩
と
は
異
な
り
、
長
屋
王
宅
宴
に
高

潔
さ
を
見
出
し
た
り
、
そ
れ
を
讃
美
し
た
り
す
る
意
図
が
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　

長
屋
王
宅
は
、
一
見
す
る
と
山
水
の
よ
う
な
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
が
、
し

か
し
隠
者
が
住
む
べ
き
真
の
山
水
で
は
な
い
。
そ
こ
に
集
う
人
々
も
高
潔
な

友
情
で
結
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
ど
う
も
宇
合
は
、
そ
の
よ
う
に
主

張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、「
蘿
」
は
な
ぜ
短
い
の
か
─
俗
世
と
山
林
の
境
界
─

　

第
五
句
「
石
壁
蘿
衣
猶
自
短
」
は
従
来
、
長
屋
王
宅
の
石
垣
に
這
う
蘿
が

短
い
情
景
を
描
写
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
長
屋
王
宅
の
石

垣
に
絡
ま
る
蘿
を
指
す
と
考
え
た
場
合
、
短
い
と
言
う
の
は
奇
妙
で
あ
る
。

蘿
は
、
郭
璞
「
遊
仙
詩　

其
三
」
の
「
翡
翠
戯
蘭
苕　

容
色
更
相
鮮　

緑
蘿

結
高
林　

蒙
籠
蓋
一
山
」（『
文
選
』）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
里
離
れ
た
奥

深
い
山
林
を
描
く
の
に
用
い
ら
れ
、
俗
世
と
の
時
間
的
空
間
的
な
隔
絶
を
表

す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
遊
仙
詩
」
の
よ
う
に
蘿
は
繁
茂
し
て
い
る
と
す
る

の
が
常
套
で
あ
る
。
こ
の
句
が
長
屋
王
宅
の
描
写
だ
と
す
れ
ば
、
蘿
を
持
ち

出
し
て
お
い
て
そ
れ
が
短
い
と
い
う
の
は
、
讃
美
表
現
と
し
て
は
い
さ
さ
か

不
徹
底
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
石
壁
」
は
、『
文
選
』
江
淹
の
「
極
眺
清
波
深　

緬
映
石
壁
素
」（「
雑
体

詩　

殷
東
陽
［
仲
文
］
興
瞩
」）、「
桐
林
帯
晨
霞　

石
壁
映
初
晣
」（「
雑
体
詩　

謝

臨
川
［
霊
運
］
遊
山
」）
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
山
林
に
あ
る
絶
壁
を
意

味
し
、
人
境
か
ら
の
隔
絶
感
を
表
す
語
で
あ
る
。

　
「
蘿
」
は
、『
詩
経
』
小
雅
・
頍
弁
「
蔦
与
女
蘿　

施
于
松
上
」
の
毛
伝
「
女

蘿
、
兎
絲
、
松
蘿
也
」
に
よ
り
、
松
な
ど
に
垂
れ
下
が
る
コ
ケ
（
地
衣
類
）

と
さ
れ
る６
。

　
「
蘿
衣
」
の
語
は
、
石
壁
に
垂
れ
下
が
る
蘿
を
衣
に
な
ぞ
ら
え
た
表
現
で

あ
ろ
う
。『
楚
辞
』
九
歌
・
山
鬼
の
「
若
有
人
兮
山
之
阿
、
披0

薜
茘
兮
帯0

女
蘿
」

や
、
劉
刪
「
賦
松
上
軽
蘿
詩
」
の
「
葉
繞
千
年
蓋　

條
依
百
尺
枝　

属
与
松

風
動　

時
将
薜
影
垂　

学
帯
非
難
結　

為
衣
或
易
披0

」（『
芸
文
類
聚
』「
女
蘿
」）

の
よ
う
に
、
蘿
や
薛
を
衣
に
す
る
と
い
う
表
現
は
漢
詩
文
に
散
見
さ
れ
、
隠
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者
の
衣
服
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。「
蘿
衣
」
と
い
う
語
は
、
宇

合
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
劉
長
卿
「
罷
摂
官
後
将
還
旧
居
留
辞
李
侍
御
詩
」
の

「
故
山
桃
李
月　

初
服0

薜
蘿
衣
」
に
類
似
の
語
が
見
ら
れ
、
や
は
り
隠
者
の

衣
服
で
あ
る
。『
懐
風
藻
』
山
田
三
方
52
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」
詩

序
の
「
蘿
薜
充
莚
」
も
、
宴
の
列
席
者
を
蘿
や
薜
を
着
た
隠
者
に
な
ぞ
ら
え

る
。『
林
新
註
』
が
、「
或
い
は
蘿
衣
を
以
て
自
ら
に
た
と
へ
」
て
い
る
可
能

性
を
示
唆
す
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
隠
者
の
服
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
場
合
は
、「
披
」「
帯
」「
服
」

と
い
う
語
が
表
す
通
り
、
そ
れ
を
「
着
る
」
と
い
う
点
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

る
の
が
通
例
で
あ
り
、
衣
服
が
「
短
い
」
の
か
「
長
い
」
の
か
を
問
題
に
す

る
こ
と
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
宇
合
詩
は
、「
蘿
」
を
「
衣
」
に
な
ぞ
ら
え
な

が
ら
も
、
そ
れ
を
「
着
る
」
隠
者
の
行
為
は
叙
述
さ
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
も

「
石
壁
」
に
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
「
蘿
」
を
、「
石
壁
」
の
「
衣
」
に
な
ぞ
ら

え
た
表
現
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
「
短
い
」
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
言
い
立
て
、

そ
の
長
さ
に
注
目
し
て
い
る
。
宇
合
詩
の
「
短
」
い
「
石
壁
蘿
衣
」
に
は
、

隠
者
の
服
を
表
す
も
の
で
も
、
隠
者
た
る
「
自
ら
」
の
譬
喩
で
も
な
く
、
別

の
意
味
が
見
出
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

王
褒
「
過
臧
矜
道
館
詩
」
の
「
松
古
無
年
月　

鵠
去
復
来
帰　

石
壁
藤
為

路　

山
窓
雲
作
扉
」（『
芸
文
類
聚
』「
仙
道
」）
で
は
、「
石
壁
」
に
垂
れ
下
が

る
「
藤
」
が
「
臧
矜
道
館
」
へ
の
「
路
」
に
な
る
と
言
う
。
こ
れ
は
、「
石
壁
」

の
「
藤
」
を
つ
た
っ
て
攀
じ
登
り
、
奥
深
い
山
林
に
あ
る
臧
矜
道
館
に
た
ど

り
つ
く
と
い
う
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
た
ど
り
つ
い
た
臧
矜
道

館
は
、
雲
を
窓
の
扉
と
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
山
の
峻
険
さ
を
表
す
と

と
も
に
、
人
跡
途
絶
え
た
ま
ま
永
い
年
月
を
経
て
い
た
こ
と
を
表
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
俗
世
と
隔
絶
さ
れ
た
場
へ
到
達
す
る
た
め
に
必

要
な
の
が
、「
石
壁
」
の
「
藤
」
だ
と
言
う
の
だ
ろ
う
。『
幽
明
録
』
所
収
の

仙
境
訪
問
譚
で
は
、
天
台
山
に
迷
い
込
ん
だ
劉
晨
・
阮
肇
が
、「
遙
望
山
上
、

有
一
桃
樹
、
大
有
子
実
。
而
絶
巌
邃
澗
、
永
無
登
路
。
攀
援
藤
葛
、
乃
得
至

上
」
と
い
う
よ
う
に
、
桃
が
実
る
天
台
山
の
山
上
、
す
な
わ
ち
仙
境
ま
で
の

「
絶
巌
邃
澗
」
に
は
「
路
」
が
な
く
、「
藤
葛
」
を
つ
た
っ
て
攀
じ
登
っ
た
と

さ
れ
る
。

　

孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
で
は
、
仙
境
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
を
、「
践
莓

苔
之
滑
石
、
搏
壁
立
之
翠
屏
、
攬
樛
木
之
長
蘿
、
援
葛
藟
之
飛
茎
」（『
文
選
』）

と
表
現
す
る
。
石
壁
の
よ
う
に
そ
び
え
立
つ
石
屏
風
に
つ
か
ま
り
、
垂
れ
下

が
っ
た
「
長
蘿
」
を
つ
か
ん
で
攀
じ
登
っ
て
い
っ
た
先
に
「
仙
都
」
が
あ
る

と
い
う
。「
仙
都
」
ま
で
攀
じ
登
る
た
め
に
は
、
そ
の
「
蘿
」
は
当
然
「
長
い
」

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

宇
合
詩
の
「
石
壁
蘿
衣
」
は
、
こ
の
よ
う
な
俗
世
と
隔
絶
さ
れ
た
世
界
と

の
境
界
に
存
在
す
る
、
蘿
の
垂
れ
下
が
っ
た
断
崖
絶
壁
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
そ
の
蘿
は
「
短
い
」
と
宇
合
詩
は
言
う
。
短
け
れ
ば
「
石
壁
」

の
上
に
は
到
達
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
宇
合
詩
は
、

こ
の
俗
世
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、�「
松
蓋
」
に
「
埋
」
も
れ
る
「
山
扉
」

─
俗
世
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
山
林
、
到
達
の
不
可
能
性
─

　

第
六
句
の
「
山
扉
」
は
、
山
林
に
あ
る
小
屋
の
入
り
口
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
語
で
あ
る
。
従
来
は
、
長
屋
王
宅
の
門
の
扉
を
指
す
と
解
さ
れ
て
き
た
。
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確
か
に
、「
荷
影
侵
池
浪　

雲
色
入
山
扉
」（
陳
後
主
叔
宝
「
晩
宴
文
思
殿
詩
」『
初

学
記
』「
饗
燕
」）、「
抽
蘭
開
石
路　

剪
竹
製
山
扉
」（
呉
均
「
王
侍
中
夜
集
詩
」）

な
ど
、
宴
が
催
さ
れ
る
場
の
清
ら
か
さ
を
言
う
表
現
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら

れ
る
例
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
該
宇
合
詩
の
場
合
、「
山
扉
」
が
「
長
」

く
茂
っ
た
「
松
蓋
」
に
「
埋
」
も
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ま
る
で
出
入
り
口

が
塞
が
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
こ
の
叙
述
は
、
多
く
の
人
が
出
入
り
す
る
は

ず
の
宴
会
の
場
を
表
現
す
る
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
初
学
記
』「
松
」
に
は
、「
玉
策
記
曰
、
千
歳
松
樹
、
四
辺
披
起
、
上
杪

不
長
、
望
而
視
之
、
有
如
偃
蓋
」
と
あ
り
、
千
年
の
松
は
、
四
方
に
枝
葉
が

広
が
り
、
上
の
枝
は
長
く
な
い
の
で
、
ふ
せ
た
「
蓋
」
の
よ
う
に
見
え
る
と

い
う
。
つ
ま
り
「
松
蓋
」
と
は
、
千
年
と
い
う
人
事
を
超
越
し
た
時
間
が
経

過
し
て
、
蓋
の
如
く
大
き
く
な
っ
た
松
と
い
う
意
味
に
な
る
。
人
事
を
越
え

る
時
間
経
過
は
、人
境
と
の
断
絶
も
連
想
さ
せ
る
。前
節
で
挙
げ
た
劉
刪
「
賦

松
上
軽
蘿
詩
」
の
「
葉
繞
千
年
蓋　

條
依
百
尺
枝
」
も
、
大
き
く
広
が
り
蓋

の
如
き
形
に
な
っ
た
千
年
の
古
松
で
あ
り
、
そ
こ
に
絡
ま
る
蘿
と
と
も
に
、

人
境
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
空
間
と
、
悠
久
の
時
間
と
を
描
き
出
す
。

　
『
爾
雅
』
釈
言
に
「
埋
、
塞
也
」
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
山
扉
松

蓋
埋
然
長
」
と
い
う
第
六
句
か
ら
は
、
千
年
を
経
て
蓋
の
如
き
形
に
茂
っ
た

古
松
が
、「
山
扉
」
を
覆
っ
て
塞
い
で
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
想
起
さ
れ

る
。
儲
光
儀
「
山
居
貽
裴
十
二
迪
」
の
「
落
葉
満
山
砌　

蒼
烟
埋
竹
扉
」
に

は
、
人
跡
絶
え
た
山
居
の
描
写
の
一
つ
と
し
て
、「
蒼
烟
」
に
「
竹
扉
」
が

「
埋
」
も
れ
る
と
い
う
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
。「
埋
」
と
い
う
語
は
、
単
に

「
扉
」
を
覆
っ
て
い
る
状
態
を
言
う
の
で
は
な
く
、
人
の
往
来
や
出
入
り
が

な
さ
れ
な
く
な
っ
た
状
態
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
語
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

百
済
和
麻
呂
75
「
初
春
於
左
僕
射
長
王
宅
讌
」
の
「
鶉
衣
追
野
坐　

鶴
蓋

入
山
家
」
に
は
、
長
屋
王
宅
が
「
山
家
」
と
表
さ
れ
、「
鶴
蓋
」
す
な
わ
ち

貴
人
た
ち
の
車
が
次
々
と
入
っ
て
く
る
様
が
描
か
れ
る
。「
鶴
蓋
」
が
参
集

す
る
「
山
家
」
と
、「
松
蓋
」
に
「
埋
」
も
れ
た
「
山
扉
」、
用
字
に
共
通
性

は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
描
き
出
さ
れ
る
状
況
は
む
し
ろ
対
照
的
で
あ
る
。
和

麻
呂
詩
の
「
山
家
」
が
多
く
の
列
席
者
が
参
集
す
る
長
屋
王
宅
に
ふ
さ
わ
し

い
状
況
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
宇
合
詩
の
「
山
扉
」
は
悠
久
の
時
と
人
跡
途

絶
え
た
静
寂
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
。「
山
扉
」
は
長
屋
王
邸
を
指
す
の
で

は
な
く
、
奥
深
い
山
林
に
あ
る
、
仙
人
や
隠
者
が
住
む
よ
う
な
小
屋
を
言
う

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
王
褒
「
過
臧
矜
道
館
詩
」
に

お
い
て
、臧
矜
道
館
が
石
壁
の
藤
を
攀
じ
登
っ
た
先
に
あ
っ
た
よ
う
に
、「
石

壁
」
の
「
蘿
衣
」
を
攀
じ
登
っ
て
い
っ
た
先
に
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
「
遊
天
台
山
賦
」
で
は
、
絶
壁
の
先
に
「
仙
都
」
が
開
け
る
。
左
思
「
招

隠
詩
」
で
は
、「
杖
策
招
隠
士　

荒
塗
横
古
今
」
と
言
い
、
塞
が
っ
た
「
荒
塗
」

の
先
に
、
隠
者
の
い
る
山
林
が
あ
る
と
す
る
。
郭
璞
「
遊
仙
詩
」
の
「
青
谿

千
餘
仞　

中
有
一
道
士
」、
陸
機
「
招
隠
詩
」
の
「
躑
躅
欲
安
之　

幽
人
在

浚
谷
」
な
ど
、
俗
人
に
は
踏
破
困
難
な
峻
塗
の
向
こ
う
に
、
俗
世
の
外
の
清

ら
か
な
境
地
が
あ
る
と
い
う
の
は
常
套
的
な
表
現
で
あ
る
。

　

宇
合
は
、「
石
壁
」
の
「
蘿
衣
」
を
攀
じ
登
っ
て
い
け
ば
、「
松
蓋
」
に
埋

も
れ
た
「
山
扉
」
が
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
、
人
跡
途
絶
え
た
ま
ま
悠
久
の

時
を
経
た
山
小
屋
で
あ
り
、
隠
者
が
住
む
清
浄
な
山
林
を
象
徴
す
る
。
そ
こ

に
到
達
す
る
に
は
長
い
蘿
が
必
要
だ
が
、
宇
合
は
「
蘿
衣
」
が
「
短
い
」
と

言
う
。「
蘿
衣
」
が
短
け
れ
ば
、
山
林
へ
の
到
達
は
不
可
能
で
あ
る
。
宇
合
は
、
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石
壁
の
上
に
清
浄
な
山
林
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、
そ
こ
へ
の
到
達
は
不
可
能

だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
宇
合
が
造
形
す
る
「
長
屋
王
」
─
俗
世
の
王
者
─

　

宇
合
詩
第
七
句
に
お
け
る
「
攀
龍
鳳
」
の
達
成
は
、
頸
聯
に
お
け
る
山
林

へ
の
到
達
の
不
可
能
性
に
対
置
す
べ
く
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
龍
」「
鳳
」
は
、「
鵲
巣
丘
城
側　

雀
乳
空
井
中　

居
不
附
龍
鳳　

常
畏

蛇
与
虫
」（
傅
玄
「
雑
詩
三
首　

其
三
」『
芸
文
類
聚
』「
雀
」）、「
王
家
門
中
、
優

者
龍
鳳
、
劣
猶
虎
豹
」（『
南
史
』
王
僧
虔
伝
）
な
ど
の
よ
う
に
、
優
れ
た
人
物

を
比
喩
的
に
表
す
が
、「
勇
略
之
士
、
則
受
熊
虎
之
任
、
儒
雅
之
徒
、
則
処

龍
鳳
之
署
、
百
行
兼
包
、
文
武
並
騖
」（
韋
曜
「
博
奕
論
」『
文
選
』）
の
李
善

注
「
熊
虎
猛
捷
、
故
以
譬
武
。
龍
鳳
五
彩
、
故
以
喩
文
。
…
蘇
武
答
李
陵
書

曰
、
其
於
学
人
、
皆
如
鳳
如
龍
」
に
よ
れ
ば
、
武
よ
り
も
文
に
秀
で
た
人
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
龍
」
と
「
鳳
」
は
仙
人
の
乗
り
物
と
し
て
も
用
い
ら
れ
、
郭
元
祖
「
列

仙
伝
賛　

服
閭
」
の
「
攀
龍
附
鳳　

逍
遙
終
如
」
な
ど
、
仙
境
へ
の
飛
翔
を

表
す
語
と
も
な
り
う
る
。
し
か
し
、
宇
合
詩
に
お
い
て
「
龍
鳳
」
に
「
攀
」
っ

た
の
は
、
俗
世
に
生
き
る
「
大
隠
」
で
あ
る
。「
大
隠
」
は
仙
人
で
は
な
い
。

「
朝
市
」
す
な
わ
ち
俗
世
に
生
き
る
こ
と
を
選
択
す
る
者
で
あ
っ
て
、
仙
境

に
飛
翔
す
る
こ
と
は
な
い
。
宇
合
詩
に
お
け
る
「
攀
龍
鳳
」
と
は
、
俗
世
に

生
き
る
者
と
し
て
の
行
為
を
表
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

俗
世
に
お
け
る
中
心
的
存
在
は
皇
帝
で
あ
る
。「
龍
舟
」「
龍
車
」「
鳳
閣
」

「
鳳
詔
」
な
ど
皇
帝
が
使
用
す
る
物
に
冠
せ
ら
れ
て
皇
帝
の
権
力
を
象
徴
す

る
語
を
構
成
し
た
り
、「
龍
鳳
之
姿
」（『
唐
書
』
太
宗
紀
）
が
皇
帝
に
ふ
さ
わ

し
い
す
ぐ
れ
た
相
貌
を
表
し
た
り
す
る
よ
う
に
、「
龍
」「
鳳
」
は
皇
帝
を
連

想
さ
せ
る
語
で
も
あ
る
。「
龍
」「
鳳
」
に
攀
じ
登
る
と
い
う
の
は
、
楊
雄
『
法

言
』
淵
騫
に
「
攀
龍
鱗
附
鳳
翼
、
巽
以
揚
之
」
と
あ
り
、
孔
子
に
付
き
従
っ

た
弟
子
の
立
身
出
世
が
表
さ
れ
、
ま
た
『
漢
書
』
叙
伝
「
攀
龍
附
鳳
、
並
乗

天
衢
」、『
後
漢
書
』
光
武
紀
「
士
大
夫
従
大
王
於
矢
石
之
間
、
固
望
攀
龍
鱗

附
鳳
翼
、
以
成
其
所
志
耳
」、『
蜀
志
』
楊
戯
伝
「
託
鳳
攀
龍
」、『
呉
志
』
魯

肅
伝
「
攀
龍
附
鳳
、
馳
騖
之
秋
」
な
ど
史
書
に
も
散
見
さ
れ
、『
世
説
新
語
』

排
調
に
「
頭
責
秦
子
羽
云
、
…
而
猶
以
文
采
可
観
、
意
思
詳
序
、
攀
龍
附
鳳
、

並
登
天
府
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
子
や
そ
れ
に
匹
敵
す
る
貴
顕
の
人
に
付
き

従
っ
て
、
立
身
出
世
を
遂
げ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
詩
賦
に
お
い
て
も
、

左
思
「
詠
史
詩
」
の
「
自
非
攀
龍
客　

何
為
欻
来
游
」（『
文
選
』）
は
李
善
注

で
楊
雄
『
法
言
』
と
結
び
付
け
て
理
解
さ
れ
、
陶
淵
明
「
命
子
詩
」
の
「
於

赫
愍
侯　

運
当
攀
龍
」、
邯
鄲
淳
「
答
贈
詩
」
の
「
聖
主
受
命　

千
載
一
遇　

攀
龍
附
鳳　

必
在
初
挙
」（『
芸
文
類
聚
』「
贈
答
」）
な
ど
、
特
権
的
な
立
場
の

人
に
付
き
従
っ
て
出
世
す
る
こ
と
が
表
さ
れ
る
。「
攀
龍
鳳
」
は
、
世
俗
的

な
穎
脱
を
想
起
さ
せ
る
語
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

宇
合
詩
で
「
龍
鳳
」
に
あ
た
る
の
は
、
杉
本
行
夫
『
懐
風
藻
』
が
、「
龍

鳳
は
天
子
に
譬
ふ
る
語
な
れ
ど
、
茲
は
長
屋
王
の
宴
席
に
列
し
た
る
に
云

ふ
」
と
言
う
よ
う
に
、
天
皇
で
は
な
く
主
催
者
た
る
長
屋
王
で
あ
る
。
皇
族

に
し
て
左
大
臣
、
申
し
分
な
く
貴
顕
の
人
で
あ
る
。
し
か
も
、
長
屋
王
は
自

身
の
詩
で
「
景
麗
金
谷
室　

年
開
積
草
春
」（
69
「
初
春
於
作
宝
楼
置
酒
」）
と

言
い
、
文
人
を
「
金
谷
」
の
別
荘
に
集
め
て
文
雅
の
宴
を
張
っ
た
晋
の
石
崇

に
自
ら
を
な
ぞ
ら
え
る
意
識
を
見
せ
る
。『
懐
風
藻
』
所
収
の
長
屋
王
宅
宴

詩
か
ら
は
、
学
問
の
先
端
を
行
く
律
令
官
人
た
ち
が
多
数
集
い
、
漢
詩
文
創
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作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
状
況
が
看
取
さ
れ
、
長
屋
王
宅
が
漢
詩
文
創
作
の
中

心
と
な
り
、
長
屋
王
が
自
他
と
も
に
認
め
る
文
雅
の
先
導
者
で
あ
っ
た
こ
と

が
推
測
で
き
る７
。文
雅
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
長
屋
王
は
、韋
曜
「
博

奕
論
」
の
李
善
注
が
「
文
に
秀
で
た
人
」
の
意
と
す
る
「
龍
鳳
」
の
イ
メ
ー

ジ
に
も
合
致
す
る
。「
龍
鳳
」
の
語
は
、
長
屋
王
の
血
筋
や
社
会
的
地
位
の

面
に
お
け
る
特
権
性
を
言
う
の
み
な
ら
ず
、
漢
詩
文
創
作
の
世
界
に
君
臨
す

る
王
者
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

宇
合
詩
は
冒
頭
で
「
帝
里
烟
雲
乗
季
月　

王
家
山
水
送
秋
光
」
と
言
う
。

従
来
、「
帝
里
」
は
「
天
皇
が
い
る
都
」、「
王
家
」
は
「
長
屋
王
が
住
む
家
」

と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
の
保
有
者
が
異
な
る
も
の
と
し
て
解
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
漢
籍
に
お
い
て
「
帝
里
」「
王
家
」
は
い
ず
れ
も
統

治
者
の
居
住
空
間
を
表
す
語
で
あ
り
、「
帝
」
と
「
王
」
は
同
等
の
も
の
と

し
て
機
能
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る８
。

　

長
屋
王
宅
宴
詩
で
は
、
長
屋
王
の
姿
を
指
し
て
「
鳳
鸞
之
儀
」（
山
田
三
方

52
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」
序
）
と
言
い
、
長
屋
王
宅
を
指
し
て
「
霊
臺
」

（
山
田
三
方
52
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」・
箭
集
虫
麻
呂
82
「
於
左
僕
射
長
王
宅

宴
」）、「
鳳
閣
」（
下
毛
野
虫
麻
呂
65
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
」
序
）
と
言
う

な
ど
、
本
来
は
天
子
を
形
象
化
す
る
語
が
用
い
ら
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。

長
屋
王
宅
宴
詩
の
表
現
世
界
で
は
し
ば
し
ば
、
長
屋
王
を
言
説
上
の
天
子
に

擬
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　

百
済
和
麻
呂
75
「
初
春
於
左
僕
射
長
王
宅
讌
」
は
冒
頭
「
帝
里
浮
春
色

上
林
開
景
華
」
で
、「
帝
里
」「
上
林
」
に
お
け
る
季
節
の
到
来
が
表
さ
れ
る

点
に
お
い
て
、
宇
合
詩
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
「
上
林
」
は
皇
帝
専
用
の

「
上
林
苑
」
を
指
す
こ
と
か
ら
、
天
皇
の
禁
苑
と
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

長
屋
王
宅
宴
詩
の
冒
頭
な
の
だ
か
ら
、
主
催
者
長
屋
王
の
庭
園
と
と
る
の
が

自
然
で
あ
ろ
う
。「
上
林
」
と
い
う
皇
帝
専
用
語
を
使
っ
て
、
長
屋
王
宅
庭

園
を
指
し
た
と
捉
え
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
並
列
さ
れ
る
「
上
林
」
が
長

屋
王
宅
庭
園
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、「
帝
里
」
も
「
長
屋
王
が

君
臨
す
る
世
界
」
を
意
味
し
て
い
る
と
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

宇
合
詩
の
「
帝
里
」
も
ま
た
和
麻
呂
詩
と
同
様
に
、
長
屋
王
を
「
帝
王
」

と
し
て
表
す
意
図
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。「
王
家
」
も
、
宴

の
場
が
長
屋
「
王
」
の
「
家
」
だ
か
ら
「
王
家
」
と
し
た
と
考
え
ら
れ
な
く

は
な
い
が
、
統
治
者
の
居
住
地
を
表
す
「
王
家
」
と
い
う
語
の
本
来
の
意
味

を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
帝
里
」「
王
家
」
と
も
に
、
長
屋
王
を
「
帝

王
」
と
す
る
意
識
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
現
実
世
界
に
お
け
る
長
屋
王
の
政
治
的
野
心

を
煽
動
し
よ
う
と
す
る
表
現
で
は
な
い
。
詩
文
の
言
説
上
で
、
長
屋
王
を
天

皇
に
匹
敵
す
る
「
世
俗
の
頂
点
」
を
極
め
た
「
帝
王
」
に
擬
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

六
、�

俗
世
（
朝
市
）
に
生
き
る
「
大
隠
」

─
宇
合
の
「
反
招
隠
詩
」
的
志
向
─

　

宇
合
は
、「
龍
」
で
あ
り
「
鳳
」
で
あ
る
俗
世
の
王
者
・
長
屋
王
に
「
攀
」

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
大
隠
」
は
「
仙
場
」
を
求
め
る
必
要
が
な
い
の
だ
と

い
う
真
理
に
気
づ
い
た
、
と
う
た
う
。

　
「
仙
場
」
と
い
う
語
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
漢
籍
に
見
出
せ
な
い
。
王
勃

詩９
に
多
く
見
ら
れ
る
「
…
場
」「
…
之
場
」
な
ど
に
想
を
得
た
造
語
か
と
も

思
わ
れ
る
が
、
文
人
が
集
ま
る
場
を
意
味
す
る
「
文
場
」、
神
が
い
る
と
こ
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ろ
を
意
味
す
る
「
神
場
」
な
ど
の
語
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
仙
場
」
は
、
仙

人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
と
類
推
さ
れ
る
。
招
隠
詩
や
遊
仙

詩
に
描
か
れ
る
よ
う
な
、
隠
者
や
神
仙
が
隠
れ
住
む
山
林
で
あ
る
。

　

従
来
の
解
釈
で
は
、「
大
隠
」
が
「
仙
場
」
を
求
め
る
必
要
は
な
い
と
い

う
境
地
に
至
る
の
は
、
長
屋
王
宅
が
「
仙
場
」、
す
な
わ
ち
俗
世
か
ら
の
脱

出
・
逃
避
が
可
能
な
空
間
で
あ
る
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
も
し
そ
の

よ
う
に
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
大
隠
」
は
「
俗
世
の
外
」
に
理
想
の
境

地
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
小
隠
隠
陵
藪　

大
隠
隠
朝
市
」

（
王
康
琚
「
反
招
隠
詩
」『
文
選
』）
と
あ
る
よ
う
に
、「
陵
藪
」
す
な
わ
ち
「
俗

世
の
外
」
に
生
き
る
場
を
求
め
る
の
は
「
小
隠
」
で
あ
っ
て
、「
大
隠
」
は
「
朝

市
」、
す
な
わ
ち
「
俗
世
の
中
」
に
生
き
る
場
を
求
め
るＡ
。
従
来
の
解
釈
は
、

そ
の
よ
う
な
「
大
隠
」
の
本
来
の
あ
り
よ
う
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

　

宇
合
詩
で
描
か
れ
る
長
屋
王
宅
宴
の
場
は
、
真
の
山
水
で
は
な
い
。
俗
世

の
王
者
で
あ
る
長
屋
王
を
中
心
と
し
た
俗
世
そ
の
も
の
で
あ
るＢ
。
菊
酒
の
菊

の
芳
香
は
漂
う
の
に
、
蘭
の
臭
が
ま
だ
漂
わ
な
い
長
屋
王
宅
庭
園
は
、
飲
酒

の
歓
楽
が
共
有
さ
れ
る
俗
世
の
宴
会
で
は
あ
っ
て
も
、
隠
者
や
仙
人
が
い
る

清
浄
な
山
水
と
す
る
に
は
不
完
全
で
あ
る
。
ゆ
え
に
皆
が
同
じ
く
高
潔
な
心

を
抱
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
長
屋
王
宅
の
宴
会
は
、
清
濁
相
交
わ
り
、

異
な
る
心
を
抱
く
者
が
混
じ
り
合
っ
て
生
き
る
俗
世
（
朝
市
）
だ
と
、
宇
合

は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

清
浄
な
山
林
の
世
界
は
、「
山
扉
松
蓋
埋
然
長
」
で
象
徴
的
に
表
さ
れ
る
。

そ
れ
は
石
壁
の
上
に
あ
る
の
だ
が
、
蘿
が
短
す
ぎ
て
辿
り
着
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
俗
世
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
宇
合
は
、
俗
世

の
ま
っ
た
だ
中
で
開
か
れ
る
宴
に
遊
び
、
俗
世
の
王
者
長
屋
王
に
付
き
従

う
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
「
大
隠
」
の
姿
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
。「
大
隠
」

が
生
き
る
の
は
清
浄
な
山
林
の
世
界
な
ど
で
は
な
い
。
長
屋
王
宅
は
俗
世

（
朝
市
）
だ
か
ら
こ
そ
「
大
隠
」
が
生
き
る
場
で
あ
り
、
長
屋
王
宅
の
宴
会

に
出
席
す
る
こ
と
は
、「
大
隠
」
と
し
て
の
生
の
営
み
で
あ
る
。
そ
れ
が
宇

合
詩
に
お
け
る
論
理
的
帰
結
な
の
で
あ
る
。

　
『
懐
風
藻
』
の
長
屋
王
宅
宴
詩
で
は
、
長
屋
王
が
「
帝
王
」
の
如
く
描
か

れ
る
と
同
時
に
、
山
林
に
住
む
隠
者
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
造
形
さ
れ
る
傾

向
が
あ
る
。
俗
世
の
権
力
者
で
あ
る
こ
と
と
、
山
林
の
居
住
者
で
あ
る
と
い

う
こ
と
と
は
、
本
来
は
相
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
長
屋
王
宅
宴

詩
群
で
は
長
屋
王
が
両
方
の
要
素
を
併
せ
持
っ
た
存
在
と
し
て
造
形
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
百
済
和
麻
呂
75
「
初
春
於
左
僕
射
長
王
宅
讌
」
で
は
、「
帝
里
」

「
上
林
」
と
い
う
天
皇
専
用
語
を
使
っ
て
、
長
屋
王
を
都
の
支
配
者
と
し
て

描
き
出
し
な
が
ら
、
そ
の
宴
が
催
さ
れ
る
邸
宅
に
は
「
野
坐
」「
山
家
」
と

い
う
山
林
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
。
和
麻
呂
詩
で
は
、
そ
の
山
林
に
あ

る
が
如
き
長
屋
王
宅
に
、「
鶉
衣
」
を
ま
と
っ
た
逸
民
も
、「
鶴
蓋
」
に
乗
っ

た
貴
顕
の
者
も
、
ぞ
く
ぞ
く
と
参
集
す
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、「
山
沢
亡
命
」
の
語
が
示
す
よ
う
に
、
本
来
、
山
林
は
都
の
支

配
や
俗
世
の
価
値
観
か
ら
脱
し
た
空
間
で
あ
る
。
山
林
に
住
む
と
い
う
こ
と

は
、
俗
世
の
秩
序
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
山
林
に
住
む
者
が
都

を
も
支
配
す
る
と
い
う
の
は
、
隠
逸
の
思
想
に
反
し
て
い
る
。
し
か
し
和
麻

呂
詩
に
見
ら
れ
る
如
く
、
長
屋
王
宅
宴
詩
に
お
い
て
は
、
本
来
対
立
す
る
は

ず
の
俗
世
の
論
理
と
隠
逸
の
論
理
と
が
、
疑
い
な
く
同
居
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
宇
合
詩
は
、
そ
う
し
た
一
貫
性
の
な
い
他
の
宴
詩
に
対
す
る
反
措
定
と

し
て
、
創
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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隠
逸
の
あ
り
よ
う
は
一
様
で
は
な
い
。
左
思
や
陸
機
の
「
招
隠
詩
」
で
は
、

都
と
い
う
俗
世
を
脱
し
て
、
山
林
に
身
を
置
い
て
脱
俗
の
境
地
を
生
き
る
と

い
う
典
型
的
な
隠
逸
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
王
康
琚
「
反
招
隠
詩
」
で
は
、

「
小
隠
隠
陵
藪　

大
隠
隠
朝
市
」
と
言
い
、
山
林
に
身
を
置
く
の
は
「
小
隠
」

に
す
ぎ
ず
、「
大
隠
」
は
「
朝
市
」
に
こ
そ
身
を
置
く
の
だ
と
主
張
す
る
。

朝
廷
に
出
仕
す
る
者
は
「
衆
人
」
に
信
用
さ
れ
る
「
周
才
」
だ
と
言
い
、
山

林
に
隠
れ
る
者
は
「
偏
智
」
だ
と
も
言
う
。「
推
分
得
天
和　

矯
性
失
至
理　

帰
来
安
所
期　

与
物
斉
終
始
」、
す
な
わ
ち
真
の
隠
者
（「
大
隠
」）
で
あ
れ
ば
、

山
林
か
ら
朝
市
（
俗
世
）
に
帰
来
し
、
朝
市
に
い
る
他
の
者
と
同
じ
よ
う
に

生
き
て
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
「
分
」
を
全
う
す
べ
き
だ
と
す
る
。「
大
隠
」

と
は
、
職
務
を
全
う
し
な
が
ら
、
精
神
的
に
は
隠
逸
を
志
向
す
る
と
い
う
、

逆
説
的
な
生
き
方
な
の
で
あ
る
。

　

宇
合
詩
が
主
張
す
る
の
は
、「
反
招
隠
詩
」
に
お
け
る
「
大
隠
」
の
思
想

で
あ
る
。
精
神
は
俗
世
を
超
越
す
る
こ
と
を
追
求
し
な
が
ら
、
身
は
俗
世
（
朝

市
）
に
置
き
、
律
令
官
人
と
し
て
の
生
を
自
ら
の
「
分
」
と
し
て
全
う
す
る

こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
「
大
隠
」
た
る
自
ら
の
生
き
方
で
あ
る
。
宇
合
は
そ
の

よ
う
に
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に
─
宇
合
詩
の
逆
説
性
─

　

当
該
宇
合
詩
は
、
長
屋
王
宅
が
山
林
の
清
浄
性
を
体
現
し
て
い
る
が
ゆ
え

に
讃
美
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
俗
世
の
中
心
で
あ
る
が
ゆ
え
に
肯
定

す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
逆
説
的
な
主
張
を
行
っ
て
い
る
。
脱
俗
だ
と
い
う

こ
と
に
よ
っ
て
讃
美
す
る
の
が
宴
詩
の
定
石
で
あ
る
中
で
、
そ
こ
が
俗
世
だ

と
主
張
す
る
こ
と
は
、
そ
の
場
の
価
値
を
貶
め
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見
え

る
。
し
か
し
、
宇
合
は
俗
世
こ
そ
大
隠
の
生
き
る
場
だ
と
い
う
「
大
隠
」
の

思
想
に
基
づ
い
て
、
長
屋
王
宅
の
世
俗
性
を
積
極
的
に
肯
定
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
逆
説
的
主
張
は
、『
懐
風
藻
』
所
収
の
宇
合
詩
に
共
通
し
て
見

ら
れ
る
特
徴
と
言
え
るＣ
。
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
発
想
に
反
抗
す
る
そ
れ
ら

の
表
現
は
、
一
見
す
る
と
奇
異
に
思
え
る
が
、
し
か
し
そ
こ
に
は
漢
籍
の
思

想
に
学
ん
で
構
築
さ
れ
た
宇
合
独
自
の
論
理
が
必
ず
存
在
す
る
。
漢
籍
の
思

想
や
表
現
を
、
律
令
官
人
と
し
て
俗
世
の
ま
っ
た
だ
中
で
生
き
る
た
め
に
必

要
な
「
知
」
と
し
て
摂
取
し
、
自
分
自
身
の
理
想
の
生
き
方
と
し
て
論
理
的

に
構
築
さ
れ
た
独
自
の
「
思
想
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

藤
原
氏
主
流
に
生
ま
れ
た
宇
合
に
と
っ
て
は
、
い
く
ら
知
識
人
の
理
想
と

し
て
脱
俗
の
志
を
掲
げ
て
み
て
も
、
俗
世
か
ら
完
全
に
離
脱
し
て
生
き
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
脱
俗
を
理
想
に
掲
げ
て
み
た
と
こ
ろ

で
、
現
実
の
宇
合
自
身
が
属
す
る
律
令
官
僚
機
構
は
、
天
皇
を
頂
点
と
し
た

俗
世
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
長
屋
王
宅
宴
も
そ
の
範
疇
に
属
す
る
。
長

屋
王
宅
に
出
入
り
す
る
こ
と
自
体
が
世
俗
的
な
行
為
で
あ
る
。
そ
の
現
実
を

前
に
し
て
、
知
識
人
と
し
て
の
理
想
を
ど
の
よ
う
に
貫
く
の
か
と
い
う
こ
と

は
、
宇
合
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
当
該
詩
に
お
い
て
、
長

屋
王
宅
を
む
し
ろ
世
俗
的
な
場
と
捉
え
、
そ
こ
に
生
き
る
こ
と
が
「
大
隠
」

と
し
て
の
生
の
選
択
だ
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
俗
世
に
生
き
ね
ば
な
ら
な
い

知
識
人
と
し
て
の
自
負
の
あ
ら
わ
れ
な
の
で
あ
るＤ
。

　

宇
合
の
漢
詩
文
創
作
は
常
に
、
俗
世
に
あ
り
な
が
ら
知
識
人
と
し
て
の
理

想
を
ど
う
貫
く
か
、
と
い
う
困
難
な
課
題
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
実
践
で
も
あ

る
。
俗
世
に
生
き
な
が
ら
、
俗
世
の
常
識
や
一
般
性
に
染
ま
ら
な
い
生
き
方
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を
追
求
す
る
そ
の
知
識
人
と
し
て
の
精
神
が
、
漢
詩
文
の
類
型
や
定
型
を
踏

ま
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
破
っ
て
い
く
独
自
の
表
現
を
、
結
果
的
に
生
み
出

す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
） 

波
戸
岡
旭
「
作
寶
樓
宴
詩
考
─
重
陽
詩
成
立
以
前
─
」（『
上
代
漢
詩
文
と
中

國
文
學
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
九
年
）
は
、
重
陽
宴
が
長
屋
王
作
宝
楼
に
お
い

て
「
私
宴
の
か
た
ち
」
で
開
か
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
辰
巳
正
明
「
菊

花
の
酒
─
平
城
京
漢
詩
木
簡
の
詩
学
」（『
万
葉
集
と
比
較
詩
学
』
お
う
ふ
う
、

一
九
九
七
年
）
も
「
長
屋
王
邸
の
詩
宴
の
菊
は
間
違
い
な
く
重
陽
を
意
図
し
て

い
る
も
の
」
と
す
る
。

（
２
） 

「
山
水
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
加
藤
敏
「
山
水
・
山
川
・
山
河
」（
後
藤
秋
正
・

松
本
肇
編
『
詩
語
の
イ
メ
ー
ジ
─
唐
詩
を
読
む
た
め
に
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇

〇
年
）
参
照
。

（
３
） 

蘭
や
菊
が
と
も
に
清
浄
さ
や
高
潔
さ
を
象
徴
す
る
植
物
で
あ
る
こ
と
は
、
佐

藤
保
「
蘭
」「
菊
」（『
し
に
か
』
一
九
九
六
年
五
月
号
）、
山
田
春
樹
「
古
代
中

国
に
お
け
る
『
蘭
』
を
め
ぐ
る
歳
時
に
つ
い
て
─
『
蘭
』
の
薬
効
性
と
芳
香
性

と
を
中
心
と
し
て
─
」（
大
東
文
化
大
学
『
東
洋
研
究
』
一
三
三
号
、
一
九
九

九
年
一
一
月
）、
川
瀬
大
樹
「『
楚
辞
』
と
香
草
と
─
蘭
を
中
心
に
─
」（『
弘
前

大
学
国
語
国
文
学
』
二
八
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
谷
口
眞
由
美
「『
菊
』
の

イ
メ
ー
ジ
─
六
朝
以
前
の
『
菊
』
と
杜
甫
の
『
菊
』
─
」（『
杜
甫
の
詩
的
葛
藤

と
社
会
意
識
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
多
く
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

な
お
、
詩
文
に
お
け
る
「
蘭
」
の
植
物
学
的
実
体
に
つ
い
て
は
諸
説
紛
々
と
し

て
い
る
が
、
揖
斐
高
「
蘭
」（『
国
文
学
』
学
燈
社
、
二
〇
〇
二
年
二
月
臨
時
増

刊
）、
佐
藤
保
「
蘭
」（
前
掲
）
な
ど
に
よ
れ
ば
、
お
お
よ
そ
、
①
和
名
フ
ジ
バ

カ
マ
に
当
た
る
キ
ク
科
の
香
草
、
②
多
年
生
常
緑
草
本
ラ
ン
科
植
物
の
総
称
、

③
ア
ラ
ラ
ギ
な
ど
の
香
木
の
一
種
、
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。
唐
代
以
前
の
文

献
に
見
え
る
蘭
は
ほ
と
ん
ど
が
キ
ク
科
フ
ジ
バ
カ
マ
で
あ
り
、
宋
代
以
後
に
ラ

ン
科
植
物
を
指
す
よ
う
に
な
る
と
い
う
。『
和
名
抄
』
の
「
蘭
」
に
は
「
和
名

本
草
云
布
知
波
加
麻
。
新
撰
万
葉
集
別
用
藤
袴
二
字
」
と
あ
り
、
日
本
で
は
フ

ジ
バ
カ
マ
と
同
一
視
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
懐
風
藻
詩
中
の
「
蘭
」

字
に
つ
い
て
は
、
フ
ジ
バ
カ
マ
の
み
を
限
定
的
・
具
体
的
に
指
す
と
見
る
よ
り

も
、
漢
籍
の
表
現
を
通
し
て
受
容
さ
れ
た
観
念
的
・
思
想
的
記
号
と
見
た
方
が

適
切
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
フ
ジ
バ
カ
マ
と
蘭
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
高

松
寿
夫
「
山
上
憶
良
の
漢
詩
文
受
容
一
斑
─
憶
良
は
な
ぜ
秋
の
七
草
に
藤
袴
を

選
ん
だ
か
─
」（『
上
代
和
歌
史
の
研
究
』
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
も
言
及

が
あ
る
。

（
４
） 

『
全
唐
詩
』
は
李
嶠
「
九
日
応
制
得
歓
字
」
と
も
す
る
。

（
５
） 

井
実
充
史
「
君
臣
和
楽
と
同
志
交
遊
と
─
『
懐
風
藻
』
宴
集
詩
考
」（
辰
巳

正
明
編
『
懐
風
藻　

漢
字
文
化
圏
の
中
の
日
本
漢
詩
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇

年
）
は
、
君
主
称
揚
の
た
め
に
「
完
全
無
欠
の
自
然
」
が
描
写
さ
れ
る
侍
宴
詩

と
は
異
な
り
、
長
屋
王
宴
詩
で
は
「
柳
条
未
吐
緑　

梅
蕊
已
芳
裾
」（
82
）
や

「
柳
条
風
未
煖　

梅
花
雪
猶
寒
」（
106
）
の
よ
う
に
「
未
成
長
に
留
ま
っ
て
い
る

自
然
」
が
描
写
さ
れ
て
い
る
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
井
実
氏
は

こ
の
傾
向
が
、「
風
流
王
」
長
屋
王
の
嗜
好
に
相
応
す
べ
く
「
微
妙
に
推
移
す

る
自
然
の
一
局
面
」
を
捉
え
て
「
細
や
か
な
季
節
感
」
を
表
現
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
た
結
果
だ
と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
82
や
106
な
ど
の
「
未
成
長
」
の
描

写
が
初
春
の
自
然
の
推
移
・
状
態
と
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
当

該
宇
合
詩
の
「
未
催
臭
」
は
、
晩
秋
の
自
然
の
推
移
・
状
態
と
し
て
は
不
自
然

で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
他
の
「
未
成
長
」
の
表
現
と
は
異
質
で
あ
る
と

い
え
る
。
な
お
、
片
岡
智
子
「
歌
語
『
藤
袴
』
考
─
山
上
憶
良
の
和
名
創
成
─
」

（『
清
心
語
文
』
四
号
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）
は
、
当
該
宇
合
詩
に
つ
い
て
、「
花

の
終
わ
り
頃
最
も
よ
く
香
り
を
放
」
ち
「
開
花
し
て
も
す
ぐ
に
は
匂
わ
な
い
」

と
い
う
「
フ
ジ
バ
カ
マ
の
植
生
」
に
即
し
て
、
長
屋
王
邸
に
植
え
ら
れ
た
フ
ジ

バ
カ
マ
の
生
態
を
忠
実
に
描
い
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
片
岡
氏
は

「
季
月
」
晩
秋
の
宇
合
詩
を
、
初
秋
の
詩
だ
と
誤
認
し
て
い
る
節
が
あ
る
。
ま

た
フ
ジ
バ
カ
マ
は
花
だ
け
に
芳
香
が
あ
る
オ
ー
キ
ッ
ド
と
は
異
な
り
、「
全
草
」

に
芳
香
が
あ
る
（
木
下
武
司
『
万
葉
植
物
文
化
誌
』
八
坂
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）

と
さ
れ
る
の
で
、
た
と
え
宇
合
詩
の
「
蘭
」
が
フ
ジ
バ
カ
マ
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
花
の
開
花
自
体
が
芳
香
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
重
要
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
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い
。
だ
が
こ
こ
で
植
物
学
的
生
態
よ
り
も
重
要
な
点
は
、「
蘭
」
は
「
菊
」
が

香
る
頃
に
は
す
で
に
香
っ
て
い
る
と
い
う
発
想
の
型
が
、
漢
詩
文
の
常
套
表
現

と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
い
う
表
現
史
的
事
実
の
方
で
あ
る
。「
菊
」
が
香
る

晩
秋
に
「
蘭
」
が
ま
だ
香
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
自
然
現
象
と
し
て
は
と

も
か
く
、
類
型
性
を
重
ん
じ
る
漢
詩
文
の
表
現
と
し
て
は
異
例
だ
と
い
う
こ
と

が
問
題
な
の
で
あ
る
。

（
６
） 

「
蘿
」
に
つ
い
て
は
、
身
﨑
壽
『
額
田
王
─
万
葉
歌
人
の
誕
生
─
』（
塙
書
房
、

一
九
九
八
年
）、
田
中
淳
一
「
神
仙
境
の
表
現
─
『
蘿
』
に
見
ら
れ
る
道
教
思
想
」

（『
懐
風
藻
研
究
』
九
号
、
二
〇
〇
二
年
五
月
）
参
照
。

（
７
） 

長
屋
王
宅
宴
詩
の
性
格
お
よ
び
長
屋
王
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
井
実
充

史
氏
が
、「『
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
』
詩
の
論
」（『
上
代
文
学
』
七
三
号
、
一
九

九
四
年
一
一
月
）、「『
懐
風
藻
』
私
宴
詩
の
基
礎
的
考
察
」（
福
島
大
学
『
言
文
』

四
四
号
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）
で
論
究
し
て
い
る
。

（
８
） 

「
王
～
」
と
「
帝
～
」
の
並
列
表
現
は
、「
帝
宅
王
家
大
道
辺　

神
馬
潜
龍
湧

聖
泉
」（
蔡
孚
「
奉
和
聖
製
龍
池
篇
」）、「
崤
函
有
帝
皇
之
宅
、
河
洛
為
王
者
之

里
」（
左
思
「
蜀
都
賦
」『
文
選
』）、「
或
以
表
正
王
居
、
或
以
光
崇
帝
里
」（
陸

「
石
闕
銘
并
序
」『
文
選
』）、「
帝
里
三
方
盛　

王
庭
万
国
来
」（
李
百
薬
「
賦

得
魏
都
」）
な
ど
、
ど
ち
ら
も
統
治
者
の
居
住
空
間
を
同
等
に
表
し
て
お
り
、

立
場
や
身
分
の
差
異
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

（
９
） 

百
済
和
麻
呂
75
「
初
春
於
左
僕
射
長
王
宅
讌
」
の
「
芳
舎
塵
思
寂　

拙
場
風

響
譁
」
に
つ
い
て
、『
小
島
大
系
』
頭
注
が
「
王
勃
詩
に
『
何
場
』
の
例
が
多
」

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
10
） 

小
林
昇
「
朝
隠
の
説
に
つ
い
て
─
隠
逸
思
想
の
一
問
題
─
」（『
早
稲
田
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
七
輯
、
一
九
六
一
年
一
二
月
）
が
、「
大
隠
」
す

な
わ
ち
「
朝
隠
」
を
め
ぐ
る
思
想
的
推
移
を
論
じ
て
い
る
。

（
11
） 

釋
道
慈
104
「
初
春
在
竹
渓
山
寺
於
長
王
宅
宴
追
致
辞
并
序
」
に
も
、「
俗
累
」

を
離
れ
た
僧
侶
の
清
浄
な
世
界
に
対
し
て
、
長
屋
王
宅
宴
を
俗
世
と
し
て
峻
別

す
る
意
識
が
看
取
さ
れ
る
。

（
12
） 

拙
稿
「
藤
原
宇
合
『
暮
春
曲
宴
南
池
』
詩
の
論
」（『
古
代
研
究
』
三
九
号
、

二
〇
〇
六
年
二
月
）、「
藤
原
宇
合
『
在
常
陸
贈
倭
判
官
留
在
京
』
詩
の
論
」（『
和

漢
比
較
文
学
』
四
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）、「
藤
原
宇
合
『
遊
吉
野
川
』
詩

の
論
」（『
古
代
研
究
』
四
三
号
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）、「
陶
淵
明
と
藤
原
宇
合
」

（
河
野
貴
美
子
・
張
哲
俊
編
『
東
ア
ジ
ア
世
界
と
中
国
文
化
』
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
二
年
）、「
藤
原
宇
合
の
辺
塞
詩
」（『
東
京
医
科
歯
科
大
学
教
養
部
紀
要
』

四
二
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、「
藤
原
宇
合
『
悲
不
遇
』
詩
の
論
」（『
國
學
院

雑
誌
』
一
一
六
巻
一
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
）
参
照
。

（
13
） 

神
塚
淑
子
「
沈
約
の
隠
逸
思
想
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
三
一
輯
、
一
九
七

九
年
一
〇
月
）
は
、
隠
逸
を
強
く
志
向
し
な
が
ら
官
途
に
あ
り
続
け
た
沈
約
の

生
き
方
が
、
自
己
の
置
か
れ
た
現
実
世
界
の
中
で
現
実
を
超
越
す
る
精
神
を
抱

く
こ
と
を
「
真
の
隠
逸
」
だ
と
す
る
沈
約
の
隠
逸
思
想
に
基
づ
く
も
の
だ
と
論

じ
て
い
る
。
宇
合
の
生
き
方
と
大
隠
へ
の
志
向
に
、
通
じ
る
も
の
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

︿
附
記
﹀  

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
五
月
一
二
日
に
懐
風
藻
研
究
会
（
代
表
：
髙
松
寿

夫
）
で
そ
の
一
部
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
り
、
科
研
費
基
盤
研
究
Ｃ
「『
懐

風
藻
』
諸
伝
本
お
よ
び
本
文
に
関
す
る
研
究
」（
二
六
三
七
〇
二
〇
一
）
の

交
付
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


